
個人トータル表

女　子 6月27日 9:00 開始

準決勝

12 25

58 19 21 84

16 18

11 20

番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則 番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則

4 向山　琴七 3 1 0 0 1 * 4 瀬川　心暖 8 0 3 2 0

5 岡田　紗利奈 - - - - - 5 呉本　明津実 - - - - - CTO ＯＴ１ ＯＴ２ ＯＴ３ ＯＴ４

* 6 寺岡　美祈 16 4 2 0 1 * 6 植村　文音 3 1 0 0 2 TeamA 8:45 15:54 34:18 : : : : : :

* 7 石原　若葉　 14 2 4 0 3 7 髙井　月 0 0 0 0 1 TeamB : : 27:59 : : : : : :

* 8 山本　雪鈴 9 1 3 0 4 8 山﨑　玲音 2 0 1 0 0

9 村松　伶美奈 0 0 0 0 0 9 宮武　亜衣 - - - - -

* 10 北之防　希光 2 0 0 2 5 10 白石　ちさと 0 0 0 0 0

11 森本　陽女 0 0 0 0 0 11 山西　美愛 - - - - -

* 12 北條　瑚奈 14 2 3 2 4 12 山西　凛愛 0 0 0 0 1

13 片山　朋子 0 0 0 0 2 13 川地　汐夏 3 1 0 0 1

14 池田　優愛 - - - - - 14 大森　心寧 0 0 0 0 0

15 洪　有純 0 0 0 0 0 15 ディマロ　ジェシカ 23 0 10 3 2

16 木村　采里 - - - - - * 16 八木　悠香 8 0 3 2 1

17 田中　志歩 - - - - - * 17 堀内　桜花 6 0 3 0 1

18 石井　美南 - - - - - * 18 イゾジェ　ウチェ 31 0 14 3 2

ｺｰﾁ 森田　久鶴 0 ｺｰﾁ 山本　綱義 0

Aｺｰﾁ 永井　雅彦 Aｺｰﾁ 中川　瀬名

合　　　計 58 10 12 4 20 合　　　計 84 2 34 10 11

　　主審： 那須　弘幸

　　副審： 花谷 槙子

　　副審： 佐藤 慎士

戦評： 記録：

（大阪府）

東宇治高校　本田　英嗣

令和３年度
第68回近畿高等学校バスケットボール大会

Ｃ

2nd

1st ◎

大阪桐蔭

3rd

4th

鳥羽高校　富山　唯

３・４Ｐ

京都精華学園

１・２Ｐ

（京都府）
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得点経過 大阪桐蔭 京都精華学園

〔 戦 評 〕

大阪桐蔭は１－２－２ゾーン、京都精華はマンツーマンでスタート。両者果敢に攻めるもなかなか得点につ

ながらない。京都精華は＃４瀬川のドライブ、＃１８イゾジェのゴール下で得点を重ねる。一方、大阪桐蔭

は＃７石原や＃１２北條が３Pで得点するなど、速いパス回しでノーマークをテンポよく作る。大阪桐蔭の激

しいディフェンスに苦しめられる京都精華であるが、ペイントエリアでの得点を重ね、１２対２５の京都精華

リードで第１Q終了。

第２Q、開始早々、大阪桐蔭は、ペイントエリアに人数をかけて激しいプレッシャーをかける。大阪桐蔭は＃

８山本のジャンプシュートや＃７石原の３Pで７点差まで追い上げる。しかしそこから、京都精華が＃１８イゾ

ジェのブロックショットやリバウンドから速攻で連続得点をとると、大阪桐蔭はたまらず２回目のタイムアウト

を請求。その後も＃８山本や＃６寺岡などの３Pで追い上げるが３１対４６で前半終了。

第３Q、京都精華＃１８イゾジェのロングドライブなどで得点。大阪桐蔭は、＃６寺岡＃７石原の３Pやドライ

ブが衰えない。また、激しさを増す大阪桐蔭のディフェンスに＃１５ディマロのターンオーバーを誘い、残り２

分で京都精華はタイムアウト。しかし、大阪桐蔭＃１０北之防が残り３４秒でファールアウトしてしまう。４７対

６４の京都精華リードでピリオド終了。

決勝進出をかけた最後のピリオド、ノーマークを作りシュートを打ち続ける大阪桐蔭だが、なかなか思うよう

に得点につながらない。対する京都精華は＃４瀬川の献身的なリバウンドルーズや＃１８イゾジェ、＃１５

ディマロのカウントワンショットにより着実に得点を重ねる。終始、激しいディフェンスで相手を苦しめながら、

チームオフェンスを徹底してプレイし続けた大阪桐蔭であったが、インサイドとアウトサイドのバランスに優

れペイントエリアを制した京都精華に軍配が上がった。最終スコアは５８対８４。京都精華が決勝進出となっ

た。


